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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期

第３四半期連結
累計期間

第67期
第３四半期連結

累計期間
第66期

会計期間

自2018年
４月１日
至2018年
12月31日

自2019年
４月１日
至2019年
12月31日

自2018年
４月１日
至2019年
３月31日

売上高 （千円） 4,779,142 4,051,602 6,286,890

経常損失（△） （千円） △235,352 △897,026 △428,148

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純損失（△）
（千円） △741,327 △2,884,213 △1,020,665

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △957,605 △2,869,233 △1,254,157

純資産額 （千円） 15,014,389 11,729,950 14,717,838

総資産額 （千円） 22,239,734 14,770,126 22,558,531

１株当たり四半期（当期）純損失

（△）
（円） △93.71 △364.61 △129.03

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 67.5 79.4 65.2

 

回次
第66期

第３四半期連結
会計期間

第67期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自2018年
10月１日
至2018年
12月31日

自2019年
10月１日
至2019年
12月31日

１株当たり四半期純損失（△） （円） △70.33 △32.85

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が進むなど底堅さは見られるものの、

米中貿易摩擦の長期化や中国経済の減速等により輸出の鈍化傾向が続くなど、先行き不透明な状況で推移いたしま

した。

　このような環境の中、当社グループを取り巻く事業環境は、当社の主力製品が関連する中小型フラットパネル

ディスプレイ（ＦＰＤ）市場において、車載向けは堅調に推移するものの、スマートフォン向け需要の低迷が続い

ていることから厳しい状況で推移いたしました。

　この結果、売上高は4,051百万円（前年同期比15.2％減）となりました。損益につきましては、売上高が減少し

たことから営業損失は950百万円（前年同期は304百万円の営業損失）、経常損失は897百万円（前年同期は235百万

円の経常損失）となりました。また、事業環境の変化に伴い当社グループの収益性低下が継続していることから、

当社グループが保有する固定資産について減損損失1,884百万円を特別損失に計上したことなどにより、親会社株

主に帰属する四半期純損失は2,884百万円（前年同期は741百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりま

した。

　品目別の状況は、次のとおりであります。なお、当社グループは、真空成膜関連製品等の製造、販売を行う単一

セグメントであるため、品目別に記載しております。

（ＦＰＤ用基板）

　液晶パネル用帯電防止膜は、液晶ディスプレイパネルを搭載したスマートフォンの伸びが低下していることや、

米中貿易摩擦の影響から中国スマートフォンメーカーの生産が鈍化していることから受注が減少いたしました。

タッチパネル用透明導電膜は、スマートフォン向けは厳しいもののカーナビゲーション向けで安定的に推移いたし

ました。

　この結果、売上高は2,137百万円（前年同期比10.2％減）となりました。

（その他）

　その他製品につきましては、カバーパネル向けは安定的に推移いたしましたが、その他薄膜製品は市場全体の低

迷から受注は減少いたしました。

　この結果、売上高は1,913百万円（前年同期比20.2％減）となりました。

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ7,788百万円減少し、14,770百万円となり

ました。これは主に、流動資産では受取手形及び売掛金が取引先との有償支給材料取引の影響により4,119百万円

減少したこと、固定資産では減損損失の計上により有形固定資産が1,700百万円減少したことなどによるものであ

ります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ4,800百万円減少し、3,040百万円となりました。これは主に、流動負債の

支払手形及び買掛金が取引先との有償支給材料取引の影響により4,218百万円減少したことなどによるものであり

ます。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ2,987百万円減少し、11,729百万円となりました。これは主に、四半期

純損失の計上により利益剰余金が3,002百万円減少したことによるものであります。

(2) 経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は296百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 21,600,000

計 21,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2019年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,152,400 9,152,400

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株

計 9,152,400 9,152,400 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2019年10月１日～

2019年12月31日
－ 9,152,400 － 4,043,850 － 8,297,350

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（2019年９月30日）に基づく株主名簿による記載をし

ております。

 

①【発行済株式】

    2019年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,242,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,908,900 79,089 －

単元未満株式 普通株式 1,400 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数  9,152,400 － －

総株主の議決権  － 79,089 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。ま

た、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2019年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ジオマテック株式会社
神奈川県横浜市西区みな

とみらい２－２－１
1,242,100 － 1,242,100 13.57

計 － 1,242,100 － 1,242,100 13.57

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,738,413 6,988,988

受取手形及び売掛金 ※１,※２ 6,728,633 ※１,※２ 2,609,487

有価証券 799,997 400,000

商品及び製品 62,175 67,403

仕掛品 ※２ 454,575 ※２ 149,404

原材料及び貯蔵品 ※２ 1,099,956 ※２ 912,265

その他 176,729 122,835

貸倒引当金 △488 △367

流動資産合計 17,059,992 11,250,016

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 724,117 328,612

機械装置及び運搬具（純額） ※３ 1,065,300 ※３ 219,724

土地 1,581,751 1,084,198

その他（純額） 134,358 172,352

有形固定資産合計 3,505,528 1,804,888

無形固定資産 100,773 43,520

投資その他の資産   

投資有価証券 1,131,779 951,976

その他 761,465 720,731

貸倒引当金 △1,008 △1,007

投資その他の資産合計 1,892,237 1,671,700

固定資産合計 5,498,538 3,520,109

資産合計 22,558,531 14,770,126
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※２ 5,404,030 ※２ 1,185,515

1年内返済予定の長期借入金 622,294 457,324

未払法人税等 50,198 25,769

賞与引当金 132,307 66,908

その他 507,641 466,436

流動負債合計 6,716,472 2,201,954

固定負債   

長期借入金 963,568 648,595

役員退職慰労引当金 8,100 5,100

退職給付に係る負債 124,407 148,448

その他 28,144 36,078

固定負債合計 1,124,220 838,221

負債合計 7,840,692 3,040,175

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,043,850 4,043,850

資本剰余金 8,297,350 8,297,350

利益剰余金 3,415,520 412,653

自己株式 △1,311,155 △1,311,155

株主資本合計 14,445,565 11,442,697

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △14,701 100,289

為替換算調整勘定 203,887 125,764

退職給付に係る調整累計額 83,087 61,199

その他の包括利益累計額合計 272,273 287,252

純資産合計 14,717,838 11,729,950

負債純資産合計 22,558,531 14,770,126
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

売上高 4,779,142 4,051,602

売上原価 3,811,374 3,744,252

売上総利益 967,767 307,350

販売費及び一般管理費 1,271,835 1,257,604

営業損失（△） △304,068 △950,254

営業外収益   

受取利息 21,362 13,162

受取配当金 9,928 9,949

為替差益 32,092 13,345

不動産賃貸料 3,960 3,976

その他 19,349 19,079

営業外収益合計 86,692 59,513

営業外費用   

支払利息 3,000 2,913

投資事業組合運用損 9,483 35

固定資産除却損 3,736 586

不動産賃貸費用 895 895

その他 860 1,854

営業外費用合計 17,976 6,285

経常損失（△） △235,352 △897,026

特別利益   

固定資産売却益 3,551 3,243

特別利益合計 3,551 3,243

特別損失   

減損損失 ※ 500,890 ※ 1,884,164

固定資産処分損 523 2,472

投資有価証券評価損 － 93,119

投資有価証券売却損 － 444

特別損失合計 501,413 1,980,200

税金等調整前四半期純損失（△） △733,214 △2,873,983

法人税、住民税及び事業税 8,113 10,230

法人税等合計 8,113 10,230

四半期純損失（△） △741,327 △2,884,213

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △741,327 △2,884,213

 

EDINET提出書類

ジオマテック株式会社(E02431)

四半期報告書

10/17



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

四半期純損失（△） △741,327 △2,884,213

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △94,262 114,991

為替換算調整勘定 △95,556 △78,123

退職給付に係る調整額 △26,459 △21,888

その他の包括利益合計 △216,278 14,979

四半期包括利益 △957,605 △2,869,233

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △957,605 △2,869,233

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（在外連結子会社におけるＩＦＲＳ第16号「リース」の適用）

　国際財務報告基準（ＩＦＲＳ）を適用している在外連結子会社において、第１四半期連結会計期間より、ＩＦ

ＲＳ第16号「リース」を適用しております。本基準の適用にあたっては、経過措置として認められている、当該

会計基準の適用による累積的影響額を適用開始日に認識する方法を採用しております。

　当該会計基準の適用にともない、従来、連結財務諸表の無形固定資産のその他に含めて記載しておりました土

地使用権32,492千円につきましては、第１四半期連結会計期間より使用権資産として有形固定資産のその他に含

めて記載しております。

　また、その他の使用権資産及びリース債務を認識しておりますが、連結財務諸表に及ぼす影響は軽微でありま

す。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日の満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当第３四半期連結会計期間末日は金融機関の休日であったため、次の満期手形が当四半期連結会計期間末日の

残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2019年12月31日）

受取手形 14,811千円 10,655千円

 

※２　取引先からの有償支給材料に係る代金相当額が次の科目に含まれております。なお、有償支給材料代金は、「売

上高」及び「売上原価」から控除して表示しております。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2019年12月31日）

売掛金 4,351,007千円 647,132千円

仕掛品 314,021 2,286

原材料 239,052 48,029

買掛金 4,948,327 701,473

 

※３　国庫補助金等により取得した資産について取得価額から控除している圧縮記帳額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2019年12月31日）

機械装置 130,000千円 130,000千円
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（四半期連結損益計算書関係）

※　減損損失

前第３四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

用途 場所 種類 減損損失（千円）

製造設備
吉奥馬科技（無錫）有限公司　本社

工場（中国江蘇省無錫市）
機械装置、建物等 500,890

　資産のグルーピングについては、継続して収支を把握している工場単位を基礎に工場間の相互補完性を考慮して

行っております。また、賃貸用資産、遊休資産については、個々の物件を資産グループとしております。

　上記工場については、最近の事業環境の変化を踏まえ、今後の事業計画及び回収可能性を検討した結果、回収可

能価額が帳簿価額を下回ったことから製造設備の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失とし

て特別損失に計上しました。

　なお、上記減損損失の内訳は、建物及び構築物94,778千円、機械装置及び運搬具375,451千円、その他30,660千

円であります。

　また、回収可能価額は使用価値により測定しており、使用価値は将来キャッシュ・フローを6.7％で割り引いて

算定しております。

 

当第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

用途 場所 種類 減損損失（千円）

製造設備
当社金成工場（宮城県栗原市）

当社赤穂工場（兵庫県赤穂市）
建物、機械装置及び土地等 1,695,492

製造設備
吉奥馬科技（無錫）有限公司

本社工場（中国江蘇省無錫市）
建物及び機械装置等 140,320

共用資産
当社Ｒ＆Ｄセンター（東京都大田区）

他
建物及び機械装置等 48,350

　資産のグルーピングについては、継続して収支を把握している工場単位を基礎に工場間の相互補完性を考慮して

行っております。また、賃貸用資産、遊休資産については、個々の物件を資産グループとしております。

　当社グループは、事業環境の変化に伴う収益性の低下が継続していることから、帳簿価額を回収可能価額まで減

額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しました。

　なお、上記減損損失の内訳は、建物及び構築物400,840千円、機械装置及び運搬具786,683千円、土地497,553千

円、その他199,085千円であります。

　また、回収可能価額は正味売却価額により算定しており、正味売却価額の算定方法は不動産鑑定評価基準等を用

いた時価から処分費用見込額を控除して算定しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年12月31日）

減価償却費 334,074千円 261,318千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日

定時株主総会
普通株式 118,654 15 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金

2018年11月８日

取締役会
普通株式 118,654 15 2018年９月30日 2018年12月４日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日

定時株主総会
普通株式 118,654 15 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自2018年４月１日　至2018年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自2019

年４月１日　至2019年12月31日）

　当社グループは、真空成膜関連製品等の製造、販売を行う単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

１株当たり四半期純損失（△） △93円71銭 △364円61銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）（千

円）
△741,327 △2,884,213

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

損失（△）（千円）
△741,327 △2,884,213

普通株式の期中平均株式数（株） 7,910,284 7,910,284

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

　当社は、2020年１月７日開催の取締役会において、今後の持続的な成長を見据えた収益構造の強化を行うため

の一環として、また従業員１人ひとりの価値観に基づいたライフプラン支援のため、当社の正社員（満48才以上

で勤続５年以上、40名）を対象とする転進支援制度を実施することを決議いたしました。

　なお、当該制度実施に伴い2020年３月期において、特別退職金及び再就職支援費用の発生を見込んでおります

が、現時点で金額は未定であります。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   2020年２月７日
 

ジオマテック株式会社    

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 坂本　一朗　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 山本　千鶴子　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジオマテック株

式会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ジオマテック株式会社及び連結子会社の2019年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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